














に対し、抗 hTERT (テロメラーゼ逆転写酵素) 抗体を用いて免疫染色を行ったところ、高度の上皮性異形
成ならびに口腔癌組織において陽性反応がみられた。また、正常ヒト歯肉上皮前駆細胞 (HGEP) を腫瘍壊
死因子 (TNF-)、インターロイキン(IL-1)、インターフェロン (IFN-) あるいは歯周病原菌の代謝産
物の一つである酪酸 (NaB) 存在下で培養し、テロメラーゼ活性、細胞増殖への影響を調べた結果、NaB に
よりテロメラーゼ活性がわずかながら上昇する傾向にあることは認められたが、細胞増殖への影響はみら
れなかった。加えて、口腔癌由来細胞株を上記の各因子存在下で培養し、テロメラーゼ活性への各因子の
影響を調べたところ、Ca9-22 や HSC-2 では炎症性サイトカインあるいは NaB により活性が上昇したが、
HSC-3 では影響がみられず、HSC-4 では逆に抑制傾向にあることが示された。その一方で、HSC-3 では NaB 
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